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繰越金21 億 5,216万円

分担金・負担金　　３億 9,203万円

繰入金８億 4,856万円
使用料及び手数料　　 ６億 1,682万円

その他１億 1,976万円
諸収入        12 億 6,995万円

平成25年度のおもな事業

( 単位：万円 )

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
農業共済特別会計 16,018 15,638 380

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引 翌 年 度
繰越財源

実 質
収 支 額

国民健康保険特別会計事業勘定 776,672 739,066 37,606 37,606

国民健康保険特別会計直診勘定 21,405 20,561 844 844

介護保険特別会計保険事業勘定 600,963 586,153 14,810 14,810

介護保険特別会計サービス事業勘定 6,121 6,012 109 109

後期高齢者医療特別会計 78,803 77,116 1,687 1,687

訪問看護ステーション特別会計 1,936 1,712 224 224

下 水 道 特 別 会 計 396,584 388,399 8,185 730 7,455

地方卸売市場特別会計 304 248 56 56

駐 車 場 特 別 会 計 1,426 1,361 65 65

合　　　計 1,884,214 1,820,628 63,586 730 62,856

会　計　名 収益的収入 収益的支出 差　引

水道事業会計
173,685 162,195 11,490

資本的収入 資本的支出 差　引
160,420 214,612 △ 54,192

※水道事業の資本的収支（差引）の不足額については、過年度分損益勘定
留保資金４億 8,130 万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額 6,062 万円で補てんしました。
※なお、平成 25 年度の水道事業会計決算は、平成 26 年 10 月 17 日の本
会議において認定されました。

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計

歳
入

「誇りのもてる住んでよかった丹波市」平成25年度のまちづくりテーマ

事業のために借りたお金の返済金

平成
　　  年度

25 決算報告
　平成25年度　丹波市の決算概要をお知らせします

前年度に比べ 26億 5,124 万円増額となり
ました。増額の要因としては、国庫支出金
（29.7％増）や市債（20.5％増）の増額があ
げられます。

総額 382億 3,964万円

① 一般会計 福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計

( 単位：万円 )

② 特別会計 特定の事業を行うために一般会
計と区別して処理する会計

地方譲与税　  、地方消費税交付金 　 、自動車取得税交付金　  、
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場
利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

　　その他交付金等　12 億 9,233 万円

前年度に比べ 23億 3,881 万円増額となり
ました。一般廃棄物処理施設建設事業、こ
ども園施設整備補助金などの普通建設事業
費の増額が主な要因です。

総額 357億 7,505万円

22 億 1,983万円

9 億 973万円
労働費 6,953万円

12 億 6,274万円

災害復旧費
9,618万円 農

林
水
産
業
費

商
工
費

消防費

歳
出

議会費２億 1,429万円

市税
76億5,144万円

地方交付税
136 億 1,562万円

その他
交付金等

【用語解説】

国庫支出金・
県支出金

市が行う特定の事務事業などに、国や県から
交付されるお金

市債

地方交付税　 市の財政力に応じて国から交付されるお金
財源は、所得税・法人税・酒税・消費税・たばこ税

地方譲与税 国が国税として徴収した税を地方に配分するお金

地方消費税交付金 消費税５％のうち、地方分１％の半分を県に、残りの
半分を人口等に基づき市町に配分し交付されるお金

自動車取得税
交付金　 自動車取得税の一部が県から交付されるお金

分担金・負担金 特定の事業費の一部を利用者や受益者が負担するお金

使用料及び手数料 　公共施設使用料や各種証明手数料など

諸収入 収入の性質によりいずれの科目にも含まれない収入を
まとめたもの

公債費
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大きな事業をするときに借りるお金

総務費

・地域づくり総務費　2億 1,061万円

・自治会活動事業　1億 6,292万円

・公共交通バス対策事業　7,509万円

民生費

・保育所運営費　11億 2,750万円

・児童手当支給事業　11億 2,231万円

・幼保一元化事業　10億 8,692万円

衛生費

・一般廃棄物処理施設建設事業（繰越分含）　7億 2,161万円

・地域医療対策事業　2億 12万円

・感染症予防事業　1億 4,721万円

農林水産業費

・林業補助金交付事業　1億 8,641万円

・地籍調査事業　7,694万円

・農地・水保全管理支払交付金　6,687万円

商工費

・商工振興事業　5億 8,507万円

・企業誘致推進事業　4,919万円

・観光振興事業　8,004万円

土木費

・国庫交付金等道路整備事業（繰越分含）　6億 4,917万円

・道路維持修繕事業（繰越分含）　2億 2,132万円

・市単道路整備事業（繰越分含）　9,995万円

消防費

・庁舎施設整備事業　2億 216万円

・消防団管理事業　1億 9,556万円

・非常備消防水利整備事業　8,768万円

教育費

・小学校施設整備事業（繰越分含）　6億 9,654万円

・学校給食管理事業　5億 1,378万円

・小学校管理事業　2億 2,905万円

※繰越分とは、前年度中に完了しなかった事業の予算

を、平成25年度に繰り越して実施した事業費のこと

です。

衛生費
37 億 657
万円

事業のために借りたお金の返済金

　1
人あ
たり
の歳
出総
額　

約
53
万円

　

平
成
25
年
度
は
、「
誇
り
の
も
て
る
住
ん
で
よ

か
っ
た
丹
波
市
」
と
し
て
、
中
長
期
的
な
展
望

に
立
ち
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
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」
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ま
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く
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史
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く
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い
ま
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く
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さ
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」
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５
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の
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姿
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よ
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な

取
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組
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を
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進
し
ま
し
た
。

　
　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

中
学
校
３
年
生
ま
で
医
療
費
の
全
額
無
料
化
を

実
現
し
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
を
図
り
ま
し
た

（
乳
幼
児
等
医
療
費
1
億
4
,
7
8
8
万
円
・
こ

　私たちが納めた税金がどのよう
に使われ、私たちが暮らすまちの
財政状況はどうなのか。現在の貯
金や借金の説明などをまじえなが
ら、平成 25 年度の市のお金の使
い道についてお知らせします。

市　民　税 31億 2,429万円
固定資産税 38億 8,335万円
軽自動車税 １億8,983万円
市たばこ税 ４億5,380万円
入　湯　税 17万円

  市税内訳

市債
48億8,940万円

国・県支出金
53 億 9,157
万円

自主財
源
34 ％

依存財

源
66
%

歳　入
382億
3,964万円

総務費
40 億 4,629
万円

民生費
98 億 6,911
            万円

　土木費
32 億 3,731
万円

教育費
36 億 9,489
            万円

公債費
64 億 4,144   
　　　万円

その他 714万円

歳　出
357億
7,505 万円

ど
も
医
療
費
5
,
3
2
1
万
円
）。

　
　
「
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

森
林
組
合
、
林
産
セ
ン
タ
ー
ん
な
ど
と
連
携

し
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
と
木
材
の
利
用
拡
大
を

図
る
た
め
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施
設
」
整

備
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
施
設
整
備
補
助
金
1
億
４
０
０
万
円
）。

　
　
「
歴
史
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
が
息
吹

く
ま
ち
づ
く
り
」

　

ち
ー
た
ん
の
館
で
恐
竜
頭
部
の
立
体
的
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
動
画
の
制
作
を
行
い
、
恐
竜

化
石
と
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
た
（
制
作
業
務
委
託
料

７
９
８
万
円
）。

　
　
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
を
積
極
的
に
支

援
し
、
市
内
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
行

い
ま
し
た
（
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
加
速
化
に

よ
る
地
域
活
性
化
補
助
金
８
１
７
万
円
）。

　
　
「
信
頼
さ
れ
る
行
政
」

　

ひ
と
（
組
織
・
職
員
）
の
力
が
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
像
の
実
現
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
も
職

員
に
よ
る
不
祥
事
が
新
た
に
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
市
長
を
ト
ッ
プ
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
、
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
各
職
場
単
位
に

改
善
に
向
け
て
強
力
に
取
り
組
み
ま
す
。

１２３４５

特
集
①
丹
波
市
成
人
式

地
域
で
輝
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ  

ほ
か

イ
ベ
ン
ト

健

康

生

活

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
戸
籍
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
相
談
）

と

ぴ

っ

く

す

く
ら
し
・
相
談
ほ
か

保
育
料
・
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
利
用
料
変
更

特
集
②
特
別
対
談

丹
波
市
の
魅
力
事
情

教
育
た
ん
ば

税

の

申

告

特
集
②
特
別
対
談

丹
波
市
の
魅
力
事
情

平
成
25
年
度
決
算
報
告

平
成
25
年
度
決
算
報
告

特
集
①
丹
波
市
成
人
式

地
域
で
輝
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ  

ほ
か

イ
ベ
ン
ト

健

康

生

活

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
戸
籍
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
相
談
）

と

ぴ

っ

く

す

く
ら
し
・
相
談
ほ
か

保
育
料
・
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
利
用
料
変
更

特
集
②
特
別
対
談

丹
波
市
の
魅
力
事
情

教
育
た
ん
ば

税

の

申

告

特
集
②
特
別
対
談

丹
波
市
の
魅
力
事
情

平
成
25
年
度
決
算
報
告

平
成
25
年
度
決
算
報
告



2015.1 たんば　　　1213　　　2015. １たんば 2015.1 たんば　　　122015.1 たんば　　　13　　　2015. １たんば　　　2015. １たんば

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 － 20.0
下 水 道 特 別 会 計 － 20.0
地方卸売市場特別会計 － 20.0

■健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
指標名 健全化判断比率 早期健全

化基準
財政再生
基準

①実質赤字比率 － 12.26   20.00
②連結実質赤字比率 － 17.26 30.00
③実質公債費比率 9.9（ 15 位） 25.0    35.0
④将来負担比率 12.0（６位） 350.0    
※①②については実質赤字額及び連結実質赤字額がないため「－」
としています。
※一般会計と公営事業会計を含めた全会計の歳入と歳出の差引額
（連結実質収支額）は、51億7,751万８千円の黒字となっています。
※③④健全化判断比率の (　)内は県41市町での丹波市の順位です

※資金不足比率とは、水道・下水道などの公営企業会計の資
金不足額の料金収入規模に対する割合です。
※資金不足が生じていないため、「－」としています。

※①②については実質赤字額及び連結実質赤字額がないため「－」

平成25年度のまちづくりテーマ

　
　

引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に

　
　

取
り
組
み
ま
す

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
の
健
全
性
を

確
認
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
「
健
全

化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不
足
比
率
」
は

毎
年
度
算
定
し
、
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
、

そ
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
基
準
を
超
え

る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
や
外

部
監
査
を
義
務
付
け
る
「
早
期
健
全
化
団
体
」

に
移
行
し
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
破
た
ん
状

態
の
「
財
政
再
生
団
体
」
と
な
り
、
事
実
上

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

丹
波
市
の
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く

「
健
全
化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不

足
比
率
」
は
、
上
記
の
と
お
り
す
べ
て
適
正

な
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
面
で
は
健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
言
え
ま
す
が
、
経
常
収
支
比

率
及
び
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
指
標
の
動

向
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

合
併
特
例
債
等
の
発
行
額
の
増
嵩
が
今
後

も
見
込
ま
れ
る
中
、
起
債
発
行
額
の
抑

制
や
繰
上
償
還
な
ど
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
更
な
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【用語解説】

■資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

①実質赤字比率

自治体の収入に対する一般会計などの赤字割
合です。

＊一般家庭のイメージ

１世帯の１年間の収入と支出の結果で、赤字
だったのか・黒字だったのかを判定します。

②連結実質赤字比率

自治体の収入に対する全会計の赤字割合です。

＊一般家庭のイメージ

生計をともにする世帯（２世帯住宅など）全
体で、１年間の収入と支出の結果で、赤字だ
ったのか・黒字だったのかを判定します。

③実質公債費比率

→22ページ参照。

④将来負担比率

自治体の収入に対する外郭団体なども含めた
将来的に負担が見込まれる負債（借入金残高
等）の割合です。
＊一般家庭のイメージ

生計をともにする世帯で、住宅取得や自動車
購入などの借入金残高と貯金の状況をもとに
将来の負担が収入に対してどの位の割合なの
かを判定します。

　
　

引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に

　
　

取
り
組
み
ま
す

平成25 年度決算に基づく健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

と
は
、
家
計
の
や
り
く
り
に
例
え

る
と
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
収
入
と

支
出
の
状
況
や
、
現
在
の
借
金
と
貯
金

の
バ
ラ
ン
ス
を
現
し
た
も
の
で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
の
健
全

性
を
確
認
す
る
た
め
の
目
安
だ
と

お
考
え
く
だ
さ
い
。
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貯金（基金）１人あたり23万円

借金（市債）１人あたり116万円

◇基金残高

＊大きな事業をするときは、15年・20年などローンを
組んで借り入れ、公債費で長期にわたって計画的に返済
します。また、今後の見通しや財政状況などを考慮しな
がら、繰り上げ償還（返済）をすることもあります。

＊丹  波  市 9.9％（平成 25年度数値）…前年度比1.3％改善 
＊県内平均 11.2％（平成24年度数値）

自治体の収入に対する借金返済額の割合で、特別会計へ
の繰出金のうち借入金返済相当分も含んでいます。家計
に例えると、収入に占めるローン返済額の割合です。低
いほど余裕があり、高いほど苦しい家計（財政）となり
ます。

＊家庭での貯蓄と同じく、市でも目的に応じて貯金を
しています。貯金全体の残高は、市発足時（平成16年度）
時より約51億円増えています。

実質公債費比率 [9.9 ％ ]

総額 158 億 7,652 万円

総額 784 億 7,406 万円

81.7 億円： 特定目的基金（特
定の目的のための積立金）
10.5 億円：減債基金（市
債の返済を計画的にする
ための積立金）
66.6 億円：財政調整基金
（年度間の財源の不均衡を
調整するための積立金）

＊一般会計 159 億円の内訳

1

25.0

一部地方債の借入
れが制限される
「起債制限団体」

地方債の発行に県の
許可が必要な「起債
許可団体」

18.0 30

兵庫県
平均
11.2

地方債の発行に県の 一部地方債の借入丹波市
9.9

16 年度      24 年度      25 年度  

億円

170
150
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80
60
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20

特別会計31

92
一般会計

123億円

経常収支比率 [ 81.2％ ]

家計に例えると、定期的な収入に占める食費や光熱費
などの割合にあたります。人件費や公債費など、どう
しても必要なお金が収入全体のどれくらいを占めてい
るかを表します。低いほど余裕がある家計（財政）と
なり、通常75％以内が理想とされています。

75 100
丹波市
81.2

兵庫県内市平均
91.1（平成 24 年度数値）

（％）

※一本算定とは、合併した市町村をひとつの自治体として普通交
付税を算定することです。なお、合併後の一定期間に限り、一本
算定した場合と、合併前の市町村の状態にあるものと仮定した合
算額とを比較し、有利な方を採用するのが「合併算定替」です。

（％）
経常収支比率の推移

17年度　     21 年度   　 22年度 　  23年度 　24年度　  25年度   

110.0
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100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

88.6
類似団体

88.1

94.693.6

102.8

丹波市（一本算定）※

丹波市※84.1
85.2

96.7
99.3

81.7 億円： 特定目的基金（特
定の目的のための積立金）
10.5 億円：減債基金（市
債の返済を計画的にする
ための積立金）
66.6 億円：財政調整基金
（年度間の財源の不均衡を
調整するための積立金）

＊一般会計 159 億円の内訳

◇市債残高の推移

億円
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1,061億円

785億円
→国保（直診勘定）

９年間で△276億円
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市平均

平均
11.2

財政力指数
[0.44］

丹波市
0.44

兵庫県平均
0.60

０

※県平均は平成24年度数値

地方公共団体がどれくら
い自力で財源を調達でき
るかを示すもので、数値
が「１」に近づくほど裕
福な財政とされています。
＊「１」を超えると独自
の収入が十分あり、普通
地方交付税が交付されな
い団体となります。

１

特別会計15

159
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特別会計14

155
一般会計
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98.0
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84.3

「誇りのもてる住んでよかった丹波市」

169億円

330
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5
116

普通会計

下 水 道

174億円

５

95.8

91.1

81.2

89.6 90.2

82.2

数字で見る

丹波市の財政力
「財政指標」

を公表します

数字で見る数字で見る

98.7丹波市
（一本算定）
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